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筑波大学1)付属学校教育局が実施している i1 C Tの活用による学習に困難を抱える子どもたちに対応

した指導の充実に関する調査研究事業Jの一環として、平成 25年度より学習支援ツーノレとしての ICT

機器を利用した授業を実施している。この取り組みは、通常学級にいる発達障害をはじめとした学習に

困難をもっ子どもたちの状況を把握した上で、それらの子どもたちのニーズにあった支援を、 ICTを

活用した上で、行っていくものである。クラス全員に ICT機器 (iPad)を配付して、教育活動の中で利

用する。学習にj主|難をもっ子どもだけをとりだして、特別な指導や支援を行うのではなく、他の子ども

と同じ環境の中で(特別な状況ではなくても)行える支援を検討することを目的とする。すでに数回試

行的に授業を実施しているが、ほとんどが学習に困難をもたない生徒である。彼らにとっても、 ICT 

機器の利用は「授業への参加動機J、「見やすさ」、「読みやすさJに優れ、授業への参加動機、見やすさ、

読みやすさにおいて通常授業よりも得点が高いことがわかった。視覚性が授業の参加意欲を高めたと考

えられる。

キーワード:学習支援環境学習 ICT機器 タブレット端末 iPad

1. はじめに

文部科斜配t涯学習政策局情報教育課によると、「近年、

発達障害などによって学習に困難を抱える子供7ごらの可

能性を高める手段として、 [CT(情報通信技術)を効果的

に活用した実践に大きな期待が寄せられています。

に難を抱える子供たちのために、どのように 1CTの活

用を進めていけば効果的なので、しょうか。J出羽題提起さ

れている。筑波大学附属学校教育局熊谷恵子、菅野和恵

らとの共同期:ヲ!とを通じて、本初|ヲEでは生徒が学習障害を

持つ持たなし叫こかかわらず、タブレット端末を生徒の人

数分用意して授業を展開した場合、どのような効果があ

るのかを測るため、材交生物資源環;期:ヰ学科目 11~の 2 1:!三

次生の復業内で子した。

2. 調査研究の流れ

調査研究の訴改Uこついては、以下の通りである。

(1)対象授業の決定とそれぞれの授業実践における事前

準俄 (1~2!=1 右ヨ支)

附j語学校等に周知し、 1CTを活用して行いたい授業実

践を募集する (9 月 ~1 月)。

授業実践における準備

①教員との打ち合わせ(学習に困難を持つ児童生徒

への商白意等を含む)

②授業務材の準備(資料の取り込み、必要なアプリ

のダウンロード)

③確かめテストの内容の作成(属性・刺激画面・提

示|時間等の設定)と同期。

(2)授業実際朝間

①授業実践期間は、観察者2~5名が来校し、授

業観察およtf吉田号、

②操作に慣れていない児童生徒へのガイダンスや、

特別な自己意を要する児童生徒のために、支援員

を配置9

(3)協力が得られた学校におけるアンケート調査

①授業に関するアンケートを事前と事後で実力包

②授業に関する確かめテスト(効果測定アフ。リ)

を期j包

(4) 1 C T機器を利用した授業実践に関する前哨(1邸寺~

2月)

児童生徒に実施したアンケート(資料1)、効果測定テス

ト(次ページスライドおよび資料2)の結果をまとめるo

J支業観察記録から児童生徒や教員叫:おこを拾し¥どのよ
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うな行動がみられたのかまとめる。

授業実施教員に対して、先路上の工夫や課題についてイ

ンタビ、ューし、結果をまとめる。

(5) 報告書・ハンドブ、ックの作成 (1 月 ~3 月)

授業実践と調査結果を基に報告書を竹司ミえする。発達障

害などによって学習にlil難を抱える子イ共たちの可能性を

高める手段として 1CT杉腕号の効果的な活用事例を紹介す一

るハンドフマックを行司ミえする。

3. 授業実践その 1

(1)科目の概要

科iヨ「環境調査Jは2年次一般選択科目である。今年

度は 10名の生徒が履修している。本科|ヨのiヨ標は、環;克

に関する様々な問題に対して、調査活動を通じて問題を

分析したり、自ら考え判断し、解決へ向けて意見を発表

することを目指している。また、グルーフ。で、の学習や個

人での調査などを行し¥ながら、研究の基礎を楽しく学ぶ

ことである。

(2)高大連携の試み

筑波大学附属朝交教育局が実施している irCTの活用

による学習に困難を抱える子どもたちに対1芯した指導の

充実に関する調査研究事業Jの一環として、平成25年度

より学習支援ツーノレとしての問機去を利用した授業を

実施している。この取り組みは、通常学級にいる発達障

害をはじめとした学習に困難をもっ子どもたちの状況を

把;屋した上で、それらの子どもたちのニーズ、にあった支

援を、 rCTを活用した上で、行っていくものである。クラ

ス全員に 1CT杉鋭き (iPad)を配付して、教育活動の中で

利用する。学習に困難をもっ子どもだけをとりだして、

特別な指導や支援を行うのではなく、他の子どもと同じ

環境の中で(特別な状況ではなくても)行える支援を検

討することを目的とする。すでに数回試行的に授業を実

施しているが、学習に図難をもたない子どもにとっても、

rCT~鋭告の利用は「授業への参加動機J 、「見やすさ」、「読

みやすさj に優れ、授業への参加弱J機、見やすさ、読み

やすさにおいて通常授業よりも得点が高いことがわかっ

ている。視覚性が授業の参加意欲を高めたと考えられる。

(3)年間の授業計画

年間の授業計画は表 lに示したとおりである。

(4)本時の授業内容

この度業では、 iPadを用いながら、水を題材にした地

場設境とj:也取景境のつながりを学んだ。(図 1)

① 単元「ミナの村と)IIJ よりまとめ

② 担当クラス

③ I~襟

• ) 11を通してj桜痴業境と人間生活のi努わりを知ろう。

. ~可) 11のi支;境を良好に維持するにはどうすればよし¥か考

えよう。

-地球規模の水の循環と環境について考えよう。

④ 使用初寸

ユネスコ・アジア文化センター発行の「ミナの村と)IIJ 

テキスト、 DVD

(5)利用する ICT機器

iPad端末， Wi -Fi + Cel1ular タイプ (SoftBank)， 

16GB 

iPadがウィルス対策的にもっとも優れ、有害サイト

からの|功笹11もできる。

ヨ当初有 i1コad10台(授業を受ける生徒全員分)、教師

)=i=J iPad1台、観察者用 2台

4 授業実践その2

(1)科!ヨの概要

科目「農と環;克 1Jは生物資源・環朔ヰ学科目群にお

ける 2年次科目群選択科目である。科目群とは、学習内容

に一定の系統性をもった科目の集まりを指し、農業や環

境を学ぶ生徒は全員、 2fj三次において本科目を学ぶ。今

年度は58名の生徒が履修している。本科目の目標は、食

や農業・環;克に関わる問題の現状や原因を理解すること、

農業と環境・暮らしとの関わりについて理解すること、

農業や環境の諸問題に対して、生徒自身何ができるかを

考えていく上での知識を身につけることである。

(2)高大連携の試み

2の(2)で述べたとおり、 512波大学1)付属学校教育局が実

施している irCTの活用による学習に!Al難を抱える子ど

もたちに対応した指導の充実に関する調査研究事業j の

一環として、平成25年度より学習支援ツールとしての I

CT機器を利用した授業を実施した。

(3)年間の授業内容

年間の授業計画は表2に示したとおりである。

(4)本時の授業内容

①単元 環境問題と私たち

②担当クラス 履修生徒58名を2分割して鶏包する。

③自標 春の七草を学び、校内に自生してい

る植物(革本〉の歩i;J7¥を理解する。

④使用秩|寸 生徒 l名に ICT機器 (iPad)1台を

貸与し、カメラ機能を利用して校内の植物を撮影する。

また、インターネットに接続し、検索機能を利用して植

ヴ

i
ハ
U

守

i



物の%千数を学ぶ。さらに、クイズ)形式の問題に解答する

ことにより、事前事後の変容を測る。 (IZl6，7， 8) 

(5)利用する ICT機器

iPad端末， Wi-Fi 十 Cellular タイプ (SoftBank)， 

16GB 

児童生徒用 iPad29台(J受業を受ける生徒全員分)、教

151j])1~ iPadl台、観察者用 2台

5. 調査研究の流れと学習効果について

調査研究の流れについては、以下の通りである。

(1)対象授業の決定とそれぞれの授業実践における事前

準備 (1 "'--2日おヨ支)

i叩語学校等に周知し、 [CTを活用して行し¥たしせ受業実

践を募集する (9 月 ~1 月)。

授業実践における準備

①教員との打ち合わせ(学習に困難を持つ児童生徒

への面白書:等を含む)

i2)j受業教材。〉当弓j市(資料の取り込み、必要なアプリ

のダウンiコード)

③確かめテストの内容の{何求()荷台-.刺激画面・提

示時間等の設定)とj司期。

(2)授業実践期間 (11月"'--2月)

② 授業実践J1J11~日は、観察者 3 ~もが来校し、授業

観察およひ、記釘、

③ 操作lこ憤れていない児童生徒へのガイダンス

や、特別な!日;主を要する児童生徒のために、支

援員を配置。

(3)アンケート調査

① 協力が得られた~オ交においては、授業に関する

アンケートを事前と事後で実)j包

②授業に関する硝:かめテスト(効果測定アブ。リ)

を実jj包

学習効果について、授業実践 1~こおける効果を表 3 に

示した。通;引受業と 1C1、機探(iPad)を使用した授業で、

同じ集団に対してアンケート調査を実施したところ、 f授

業への参加馴幾Jr見付ーさ_j r読みペ吋ーさj について、

1~12 ， 3， 1が示すとおり 1C1、機器の方が肯定的評価は高か

ったO 授業を実施してnl~ じたことは、普段生徒があまり

気がつかないような、イラストの細かし¥描写に気がつい

て、 グ、/ルレ一ブ

に集めて戸何J斥手郵3誤ミカか瓦の資料料，を同!時i時奇寺=に見比べるといつた3工二夫

した{使吏い方が見られ7こ二o 

授業実践2においては、事前事後テスト(効果測定アフ。

リ)を生徒全員にヨ訪在し、効果関定を行ったo (図 5)

それによると、 8点満点のテストの平均点が事前テス

トでは3.18で、あったが、事後テストでは6.27で、あった。

標準偏差は事前テスト 2.32、事後テスト 0.47となったO

Iα、機器を使用した効果が事後テストに表れていること

が明らかになったO

[IZll ] 授業実践 lの様子

6. おわりに

このように、授業の中にICT機器を取り入れて授業実

践を行ったO 部分的にではあるが、 ICT機器は生徒の学

習効果の助けになることがJ首長恋された。生徒自身にとて

つては、授業参加への弱非幾づけてなり、教材Aの見やすさ

と読み村ーさに効果が表れたO プレ・ポストテストの差

を見ると、授業で、学んだ、知識の定着に効果が表れたO

この授業実践を通して感じられたICT機器導入の長

所~3æj~Tについてまとめる。

長所にI~~ しては、 ICT 機器を生徒 l 人に l 台ずつ持た

せることにより、授業への導入ヰコ集中力が高まる。特に

iPadは画像が鮮明で、視覚的な表現が優れているため、生

徒が見たい画像情報にすぐにアクセスする事ができる。

また、カメラ機能を有しているのでその場で写真撮影が

できる。持ち運びに便利なので屋内と屋外で、の活動が連

続的に行える。撮った画像は、インターネットを通じて

検索や共有が可能である。

短所に関しては、 l台あたり 4万円間支の費用を要し、

この費用を誰が負担するのか。また、無線 LAN等のイ

ンターネット環境を別途整えなければならない。 授業の

準備と片付けを考えると、資料の整理、インストール、

データの回収、充電等のメンテナンスに要する時間がか

かる。また、機器が高価なため、保管方法も検討しなけ

ればならない。

ただし、高等J判交のi此含、多くの生徒はよく似た機能
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を有する携;貯電話やスマートフォンを個人所有している。

この扱いについては、校内の/いール作りがある干却支必要

となるであろうが、生徒のスマートフォンと、 iPadのよ

うなICTi:幾を併用して授業に活用することは、今後ト

分考えられるのではなし治、

また、文部科病ぎカユら発行されたハンドブοツクを活用

しながら lcrを活用した学習支援に積極的に取り組むこ

とにより、子。長たちの可能性がより広がっていくことを

期待する。
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{表 1]科iヨ「環境調査Jのシラパス

Environmental Research 

環境調査

教科

科 I~I 1J手指定なし

適H:J~:I三次 2年次

隣諸年度 2013年度

制立 2単位

20名 (現状 10名)

種類一般選択科 I~I

科iヨの説明

l.科自の目標

環境に関す一る様々な問題に対して、調査活動を通

じて問題を分析し、自ら考え*UI新し、解決へ向け

て意見を発表することを目指します。グループ。で、

の学習や個人での調査などを行し 1ながら、研究の

基礎を楽しく学びます。

2.年間の授業内容

調査や実習など体験活動を中心~こ授業を進めて

し¥きます。そのために必要な基礎知識に関する講

も|分に行し 1ます。少人数のク。ノレーフOで、の学習

活動や11日人で、の一部査を通し、楽しく学びながら研

究説に対してどのような調査を行えばよいか、

適切な*1仰げ〕を身につけていきますユ

(1) D言境調査の意ー義と方法

環境学習のお遂を学び\環境の重要性ぺ号制主I~二\J

j越の特性、持続可能な自然環境を維持する要素

について盟lj詳します。教科書・副教材.n対象な

ど豊富な資料をもとに、基{礎的な知識や技術を

学びます一。

(2)校内の環境部査

校内の農場や林を手IJFFJし動植物の生態や人為

的影響による自然潔境の変化について楽しく

調査します。

植生調査、土壌調査、水質調査、気象調査など

(説明交周辺の環境調査

~斗交j司辺で、農林業ペ弓宗;境に関する仕事をして

いる人を対象に、インタビュー調査を行し 1ます。

この調査は主に休業期間lこ行し 1ますが、授業の

中で調査の準備・結果整理・分析を行い、レポ

ートイII::)~文や発表を行いますユ

3.1"受業?形態

実験・実習が仁|コ心となり、必要な知識は講義形式

で学習します一。

4.教科書・使用教材

プリント・高IJ教材・交通費等

5.ft脱夏

実習記録レポートや調査結果をもとにした報告書

を作成します。

6評価の方法

授業への参加意欲や積極的な間支、レポート課題、

考査を総合して評価します二

7.評価の観点

環境に関するさまざまな問題に対して、調査活一弱j

の目的をJ若手)卒で、きたか。

調査結果の整理と分析が適切に行えたか。

i習j鵠軟へ向けた意見の整理と発表ができたか。
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{表 2]科目「農と環境 1Jのシラパス

農と環j克I

Agriculture and Envll~onn1ent 1 

教科 農業

科目群生物資源・環境三|学

適用年次 2 ~~三次

1~1~~t年年度 2013年度

単位 2単位

定員 40名 (現状 58名)

種類科目群指定科目

科目の説明

1.科目の iヨ標

食や農業、環境に関わる問題の現状や原因を

理解します。農業と環境・暮らしとの関わり

について理解しましょう。農業や環境の諸問

題に対して、自分は何ができるかを考えてい

く知識を身につけます。

2.年間の授業内容

j長と環境に関する基礎的な科目です。農業や

食、環境に関わる様々な問題の原因や現状、

解決に向けた取り組みについて学んでいきま

す。

(1) 自然とは?環境とは?農とは?

「自然Ji環境Ji農業J。分かつていそう

で分かりにくい言葉を理解しましょう。

農や環境を学ぶにあたって基礎となる言

葉を正確に理解しましょう。

(2)環境と農業の関わり

稲作を行い、私たちの主食である米がど

のように栽培され食卓に上がっているの

か、体験を通して理解しましょう。また、

稲作を行うことによって、私たち日本人

は環境を育んできました。農業と環境の

関わりを理解しましょう。

(3)環境問題と私たち

環境問題とはどのような問題なのでしょ

う。地球温暖化や生物多様性の現象など

よく耳にする問題があります。これらの

原因は?現状は?どのような対策が行わ

れているのでしょうか?環境問題に対し

て、夜、たちはどのようなことができるの

か考えていきましょう。

(4)食糧問題と私たち

食料問題とはどのような問題なのでしょ

う。 位界の人口が増加する中、私たち日

本人の農業の現状と食生活の現状はどう

なっているのでしょうか。世界の食料問

題に対して、日本の農業に対して私たち

はどう行動するべきなのか考えていきま

しょう。

3.授業形態

一斉授業、実習。

4.教科書・使用教材

実教出版「農業と環境J

プリント

5.課題

槌時レポート課題を課す0

1.評価の方法

定期考査、レポート課題、授業への参加意欲

を総合して評価する。

2. 評価の観点

基本的な知識を身につけることができたか。

講義・実習に対して積極的に取り組んでいるか。
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{表 3]授業実践その 1における効果
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[ I玄16]プレ・ポストテスト iPad Jこのスタート
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変数名

加動機設業
楽しさ
分かりやすさ

聞きやすさ
読みやすさ
ノートの取りやすさ
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操作(作業)しやすさ
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{図 7]プレ・ポストテスト iPadーとの設問酒面

{図 8]プレ・ポストテスト iPad上の設問酒面
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